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はじめに

現在の高齢運転者に対する
事故を軽減させる政策は、

高齢者から運転を取り上げる高齢者に車を
長く、安全に乗ってもらいたい



本日の構成

1. 高齢者を取り巻く現在の状況

2. 運動と運転の関係

3. 先進事例の考察〜松阪市の取り組み〜

4. 政策提言
a. 運動する高齢者をどう増やすか
b. 高齢者に運動をどう継続させるか

3



4

高齢運転者の現状
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高齢者
の現状
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「高齢運転者に係る交通事故の現状」警視庁、2017年
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免許を返納すればいいのでは？
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７５歳以上の免許自主返納件者数は

123,913人(平成27年末)

これは７５歳以上の免許保有者の

免許返納

約2.6％



「高齢者の運転意識と安全のギャップに関する研究」元田良孝、平成21年
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高齢者が車を使う場面
免許返納

自動運転の力は
借りられないのか？

テクノロジーテクノロジー



自動運転で解決できないのか？
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自動運転
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レベル 内容 実用化の事例

レベル0 運転者がすべての運転操作を行う 一般の乗用車

レベル1 前後、左右のうち
いずれかの運転操作を自動化

自動ブレーキ
(例)スバル「アイサイト」

レベル2 前後、左右のうち
複数の運転操作を自動化

運転支援システム
(例)日産「プロパイロット」

レベル3 (※)一定の条件のもとで、
すべての運転を自動化するが、
緊急時はドライバーが運転する

各社開発中

レベル4 (※)一定の条件のもとで、
すべての運転を自動化し、

ドライバーは運転しない

各社開発中

レベル5 すべての条件で
車が自律的に自動走行を行う

各社開発中

（※）交通量が少なく天候や見晴らしが良いなどシステムが作動しやすい状態のこと

自動運転

「ホンダ『完全自動運転』の壁」NHKビジネス特集、平成29年

現在の技術力：レベル２

前後、左右のうち
複数の運転操作を

自動化

運転支援システム
(例)日産

「プロパイロット」



新車販売数に占める自動運転車の割合(予測)
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自動運転

「経済教室」『日本経済新聞』2017年3月8日

ボストンコンサルティング
による予測 2025年 2035年

部分自動車
(レベル1~3)

13% 15%
完全自動車
(レベル4~5)

1%未満 10%

20年後でも自動運転車の
普及はわずかである
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自動
運転

免許
返納

運転が生活に
欠かせない！

20年以上

待っても自動運転
の普及は僅か

高齢者が安全に
運転できるようにする

根本的な解決策は？
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高齢者の運転の実態

高齢者の
運転意識



公共交通機関が発達していない
地域での高齢者による運転の実態

和歌山県田辺市に在住する

69歳から91歳までの高齢者に実際にインタビュー

質問項目

• 免許返納の意思

• 運転中に不安に思うこと
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高齢者の
運転意識
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対象者 年齢 免許返納の意思 運転中に不安に思うこと

Aさん 69歳 なし なし

Bさん 74歳 なし なし

Cさん 74歳 なし 高速道路を走る時

Dさん 80歳 なし なし

Eさん 81歳 そういう気持ちは
持っている

視野が狭くなってきた
不意の飛び出しに危険を感じる

Fさん 84歳 なし トンネルに入った時に目が慣れる
のに時間がかかる

Gさん 85歳 なし なし

Hさん 85歳 なし なし

Iさん 85歳 なし なし

Jさん 89歳 なし 運転は近くに留めている
疲れやすくなった

Kさん 91歳 なし なし

生活する上で車が
手放せない！



高齢者の運転に対する意識①
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高齢者の
運転意識



高齢者の運転が事故につながる
背景
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岩手県立大学の先行研究：

65歳以上の

高齢運転者と同居家族を対象に

意識調査を実施

高齢者の
運転の実態
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高齢者の
運転の実態高齢者自身の安全運転に対する

自己評価
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「高齢者の運転意識と安全のギャップに関する研究」元田良孝、平成21年
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同居家族による高齢者の運転評価
高齢者の

運転の実態



まとめると

• 特に地方では車が生活を支えている
ため車は手放せない

• 運転に対する過信が存在
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高齢者の事故が多くなる背景
高齢者の

運転の実態



21

事故原因と、運動との関わり

事故原因と
運動との関わり
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平成28年全体
(3,410件)

75歳未満
(2,951件)

75歳以上
(459件)

ハンドルの
誤操作

11% 
（320件/2951件）

15%
(69件/459件）

ブレーキと
アクセルの
踏み間違い

0.7%
（20件/2951件）

５.９%
(２７件/459件) 

１当事者の死亡事故における要因の比較

高齢者に係る交通事故防止、内閣府(平成29年)

高齢運転者の事故の原因
事故原因と

運動との関わり
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高齢運転者の事故の原因は？

認知能力の低下

認知能力を
維持・向上

させるには？

事故原因と
運動との関わり

運動が効果あり！！
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「The	effect	of	exercise	on	cognitive	function	in	the	elderly」、Bok-Ye	Chung(2016)

有酸素運動

筋力トレーニング

運動の継続

事故原因と、
運動との関わり運動と認知能力の関係
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運動を活かして高齢者の交通安全に

実際に取り組んでいる自治体がある

松阪市



26

先進事例の考察

〜松阪市の取り組み〜

先進事例の
考察
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先進事例の
考察

松阪市健康福祉部
高齢者支援課の

石川課長に
インタビュー
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①健康安全運転講座

②「健康寿命」をのばすイベント

松阪市の取り組み 先進事例の
考察
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健康安全運転講座
• 高齢者の運転能力の維持に

産官学民の連携で取り組む

• ダイハツ松阪船江店

で実施

松阪市の取り組み① 先進事例の
考察
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民

健康安全運転講座

ダイハツとJＡF
運転講習会を実施

三重県理学療法士会
体力測定や講座で実施する
運動の指導

松阪市
自治会組織への働きかけ

自治会組織
既存の住民ネットワークを
利用し参加の呼びかけ

先進事例の
考察
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「健康寿命」を延ばすイベントの実施

先進事例の
考察松阪市の取り組み②

地域包括
センター

各地域の自治会を束ね、
地域の福祉事業を推進、

マネジメントする

自治会組織

地域包括センターの傘下
で住民がイベントに
参加する場所を提供



写真
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5つの包括センター

７３の自治会組織
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政策提言

政策提言
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政策提言

松阪市の取り組み①と②を

うまく組み合わせられないか
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企業や理学療法士
専門性を活かし

安全運転講座の実施

高齢運転者と家族

自治体や地域の自治会
地域のネットワークを活かし、

広報・集客面で協力

広報参加

運動する高齢者をどう増やすか 政策提言

協力



高齢者に運動をどう継続させるか

「集いの場」

理学療法士の監修で
運動リーダーを養成

参加者

プログラムに参加した後も、運動を継続する仕組みを作る
36

• 体育館、市民センター、
公民館、お寺など

• 歩いて行ける場所にある
• 行けば、顔見知りがいる

政策提言

自治会組織が
運動をする場所を指定



運動リーダーとは？
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• このような運動プログラムに参加している人の中から
募集し、プログラムを指導できるように養成し、実際
指導も行ってもらう。

• 運動リーダーに運動の継続を一任するのではなく、
理学療法士などの専門家も現地に訪問して、運動効
果などのフィードバックをする。

政策提言



高齢者に運動をどう継続させるか

「集いの場」

理学療法士の監修で
運動リーダーを養成

参加者

プログラムに参加した後も、運動を継続する仕組みを作る
38

• 体育館、市民センター、
公民館、お寺など

• 歩いて行ける場所に存在
• 行けば、顔見知りがいる

運動の場に訪れることができない
高齢者のためには？

政策提言



高齢者自治体

「運転UP!体操」を
自治体の広報物にして配布

内容は、一人でもできるように、
音楽などに合わせる
方法で考案する
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「運転UP!体操」

日常生活で運動を行うきっかけを提供

政策提言
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高齢者にとってこういった講習は

ニーズがあるのか

政策提言
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経営難で閉校受講者数年々増加

政策提言

高齢者講習を受講待ちで
受講できない高齢者がいる。

教習所の高齢者講習

教習所
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全国で、どれくらいの地域に

この提言は影響力を持つのか

政策提言
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松阪市と同規模もしくはそれよりも

小さな自治体を次の項目から仮定。

• 人口密度の順位が200位以下の自治体
※松阪市は「市」のためそれよりも小さい「町」「村」は

最初から松阪市より小さな自治体と設定。

かつ
• 市内にある鉄道の駅数が松阪市（15駅）以下

政策提言
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９２０町村

５３％
５０５市

３０％

２８６市・区

１７％ 全町村

同じ・少ない市

多い市

（東京23区含む）

https://ekisoto.jp/

政策提言
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８３%

影響を与えられる自治体は



まとめ

高齢者自身の問題把握

運転・運動を組み合わせた
講習へ参加

運動を継続させる仕組み

高齢者の健康寿命を延ばす

高齢者が安心して
運転ができる社会を目指す！
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政策提言



高齢運転者に係る交通事故の現状、警視庁(平成29年）

「刻々と変化する交通情勢に即応するための交通安全対策 （高齢者講習に係る新
たな制度及びその運用の在り方について）に関する調査研究」報告書、警視庁（平成
27年）

高齢者に係る交通事故防止、内閣府(平成29年)

高齢者における認知機能と身体機能の関連性の検討、尹 智暎(平成22年)

The effect of exercise on cognitive function in the elderly、Bok-Ye Chung

(平成２８年)

高齢者の運転意識と安全のギャップに関する研究 (平成２１年)

自動車検査登録情報協会「自動車保有台数ランキング」 『統計情報』

高齢運転者に係る交通事故の現状」警視庁（平成29年）

「経済教室」『日本経済新聞』2017年3月8日

参考文献 参考文献
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「
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ご清聴ありがとうございました



75歳以上の高齢運転者は、約513万人(平成28年)
少子高齢化に伴い、割合は高くなる見込み…

補足資料
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75歳以上の運転免許保有者の推移

「高齢運転者に係る交通事故の現状」警視庁、2017年

推計値(万人)
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７５歳以上運転免許保有者数の推移



人口１０万人当たり死亡事故件数：

７５歳未満：3.8件 75歳以上：8.9件
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補足資料



高齢運転者の事故の原因
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75歳未満の運転者(2,951件)1当事者の類型別死亡事故件数比較(平成28)

車両単独

• 75歳以上：40％
• 75歳未満：23％

人対車両

• 75歳以上：18％
• 75歳未満：38％

車両相互

• 75歳以上：42％
• 75歳未満：39％

「高齢運転者に係る交通事故の現状」警視庁、2017年

補足資料



巧緻性：

目と手の協応・進行順序を意識しながら、
素早く行う動作などを含む、上肢機能の
総合的評価のカテゴリー

身体機能と認知能力の相関関係

52
「高齢者における認知機能と身体機能の関連性の検討」、尹 智暎(平成22年)

認知

能力

巧緻

性

歩行

能力

反応

能力

下肢

筋肉

最も強い相関関係

補足資料



自治体の選定に関して

53

三大都市圏を以下と仮定すると
東京、神奈川、埼玉、千葉、愛知、大阪、兵庫、京都

２００位以上にランキングする都市は駅数
が松阪市より少なくても、市の面積が小さく
公共交通機関の発達している三大都市圏
に存在する都市が多く除外した。

補足資料


